
木
簡
で
あ
る
。
春
宮
坊
関
係
の
木
簡
は
、
第
三
二
次
調
査
に
お
い
て
検
出
し
た
、

こ
の
溝
の
上
流
に
あ
た
る
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一
、
及
び
こ
れ
に
合
流
す
る
三
条
大
路

北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
、
宮
内
の
排
水
の
た
め
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
な
ど

か
ら
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
宮
木
簡
』
一じ
。
ま
た
、

第
三
二
次
調
査
区
の
北
方
に
あ
た
る
第

一
〇
四
次
調
査
で
も
、
Ｓ
Ｄ
四
九
五

一

の
小
子
門
を
越
え
た
宮
内
の
上
流
部
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
二

三
六
か
ら
、
や
は
り
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
春
宮
坊
関
係
木
簡

が
出
土
し
て
い
る

（『平
城
宮
発
掘
説
査
出
土
木
簡
概
報
』
一
一
じ
。
さ
ら
に
そ
の
上

流
、
造
酒
司
推
定
地
の
南
を
調
査
し
た
第
二
五
九
次
調
査
で
も
、
宮
内
道
路
南

側
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
〇
〇
か
ら
同
様
の
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
人
号
）。
今
回
の
第
二
人
三
十
二
次
調
査
出
上
の
い
は
、
年
代
を
考

え
る
手
が
か
り
が
な
く
、
以
前
に
出
土
し
た
も
の
と

一
連
の
も
の
か
否
か
は
確

定
で
き
な
い
。
ど
こ
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
検
討
を
要
す
る
。

②
に
見
え
る
少
録
は
、
八
省
ま
た
は
省
レ
ベ
ル
の
官
司
の
第
四
等
官
で
あ
る

が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
正
六
位
上
の
位
階
は
八
省
少
録
の
相
当
位
で
あ
る
正
入

位
上
よ
り
高
い
。
①
は
玉
の
た
め
し
（見
本
）
の
付
札
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
九
人
―

Ⅲ
』
（
一
九
九
八
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
四

（
一
九
九
八
年
）
（古
尾
谷
知
浩
）

平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
出
上
の
墨
書
土
器

平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
の
調
査

（奈
文
研
第
二
人
三
十

一
六
次
。

調
査
位
置
は
二
五
買
参
昭
じ

で
、
「花
寺
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土

し
た
。
墨
書
は
、
奈
良
時
代
中
頃
の
建
物
の
柱
抜
取
穴
か
ら
出
土
し
た
須

恵
器
杯
の
底
部
に
書
か
れ
て
い
る
。

十

一
坪
は
二
条
条
間
路
を
挟
ん
で
阿
弥
陀
浄
土
院
推
定
地
の
南
に
隣
接

し
、
今
回
の
墨
書
土
器
も
法
華

（花
）
寺
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。
た

だ
、
十

一
坪
に
は
奈
良
時
代
後
半
に
正
殿

・
東
西
脇
殿

。
後
殿
か
ら
な
る

大
規
模
な
施
設
が
置
か
れ
、
回
廊
に
囲
ま
れ
た
特
異
な
建
物
配
置
を
と
る

南
側
の
十
坪
と

一
体
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

十

・
十

一
坪
は
ま
た
平
城
宮

。
京
で
緑
釉
瓦
が
最
も
濃
密
に
分
布
す
る
地

域
で
も
あ
る
。

同
じ
坪
内
の
別
の
調
査
で
は

木
簡
も
出
土
し
て
お
り

（本
誌

平
城
京
跡
ω
二
・
一こ
、
今
回
の

墨
書
土
器
と
も
ど
も
、
そ
の
性

格
を
め
ぐ
る
議
論
に

一
石
を
投

じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（渡
辺
晃
宏
）


